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秋吉 久紀夫 教授 近影



秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

年
譜
略

一
九

三
○
年

一
月

七
日

一
九

四
二
年

三
月

一
九

四
六
年

三
月

一
九

四
九
年

三
月

同
年

四
月

十
八
日
六
日
十
日

一
九

五
四
年

三
月

二
十
七
日

同
年
四
月

一
日

一
九
六
六
年
四
月

一
日

一
九
六
六
年
七
月

～

八
月

一
九
六
九
年
四
月

一
九
七
〇
年
十
月

一
九
七

一
年
七
月

一
九
七
四
年
四
月

一
九
七
四
年
九
月

一
九
七
六
年
四
月

一
九
七
七
年
六
月

一
日

一
日

一
日

一
日

一
日

一
日

三

日

一
九

八
〇
年
四
月

一
日

福
岡
県
遠
賀
郡
上
津
役
村
大
字
穴
生

一
○
五
二
番
地

(現
北
九
州
市
八
幡
西
区
穴
生
二
丁
目
六
ノ
三
)

に
生
ま
る

福
岡
県
八
幡
市
上
津
役
国
民
学
校
卒
業

福
岡
県
立
東
筑
中
学
校
卒
業

小
倉
市
立
小
倉
外
事
専
門
学
校
卒
業

九
州
大
学
文
学
部
入
学

九
州
大
学
文
学
部
文
学
科

(
中
国
文
学
専
攻
)
卒
業

(旧
制
)

福
岡
県
立
小
倉
西
高
等
学
校
教
諭

近
畿
大
学
第
二
工
学
部
専
任
講
師

中
国
学
術
調
査
団
の
一
員
と
し
て
一
ケ
月
間
、
日
中
国
交
回
復
前
に
視
察
調
査

近
畿
大
学
第
二
工
学
部
助
教
授

近
畿
大
学
第
二
工
学
部
教
養
課
程
主
任

(代
理
)

二

九
七
四
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
)

近
畿
大
学
第
二
工
学
部
図
書
分
館
長

二

九
七
四
年
八
月
三
十

一
日
ま
で
)

近
畿
大
学
第
二
工
学
部
教
授

福
岡
県
立
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
教
授

福
岡
県
立
福
岡
女
子
大
学
評
議
員

(
一
九
七
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

論
文

『
近
代
中
国
の
文
学
運
動
の
展
開
』
に
よ
り
、
九
州
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位

(
乙
第
三
二

号
)
を
授
与
せ
ら
る
。

弘
前
大
学
人
文
学
部
講
師

(
一
九
八
○
年
九
月
三
十
日
ま
で
)

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

年
譜
略

一
1

一



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

一
九

八
0
年
四
月

一
日

一
九

八

一
年

一
月

一
日

一
九

八
二
年
十
月

一
日

一
九

八
四
年
十
月

一
日

一
九
八
五
年

一
月

二
十
五
日

一
九
八
五
年
四
月

一
日

一
九
八
七
年
四
月

一
日

一
九

八
七
年
七
月

一
日

一
九
八
八
年
四
月

一
日

一
九

八
八
年
四
月

八
日

一
九

八
八
年
七
月

十

一
日

一
九
九
〇
年
十
月

一
日

一
九
九

一
年
四
月

一
日

一
九
九

一
年
十
月

一
日

一
九
九

二
年

三
月
二
十
七
日

一
九
九

二
年
四
月

一
日

一
九
九
三
年

三
月
三
十

一
日

福
岡
県
立
福
岡
女
子
大
学
評
議
員

(
一
九
八
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

福
岡
県
立
福
岡
女
子
大
学
附
属
図
書
館
長

(
一
九
八
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

九
州
大
学
教
養
部
教
授

北
京
大
学
中
国
文
学
系
外
籍
教
授

の
資
格
で
北
京
大
学
に
留
学

(
一
九
八
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

北
京
大
学
に
お
け
る
第
三
回
北
京
日
中
文
化
交
流
研
究
会

に
出
席
、
研
究
発
表

九
州
大
学
文
学
部
講
師
併
任
、
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

(
一
九
八
七
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
)

福
岡
教
育
大
学
講
師

(
一
九
八
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

北
京
大
学
中
国
文
学
系
外
籍
教
授
の
資
格
で
北
京
大
学
に
留
学

(
一
九
八
八
年
三
月

三
十

一
日
ま

で
)

九
州
大
学
文
学
部
講
師
併
任
、
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

(
一
九
八
九
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
)

九
州
大
学
言
語
文
化
部
教
授

(配
置
換
え
)

韓
国
ソ
ウ
ル
大
学
に
お
け
る
第

一
回
九
州
大
学

・
ソ
ウ
ル
大
学
中
国
学
会
に
出
席
、
研
究
発
表

山

口
大
学
人
文
学
部
講
師

二

九
九

一
年
三
月
三
十

一
日
ま

で
)

九
州
大
学
文
学
部
講
師
併
任
、
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
担
当

二

九
九
三
年
三
月
三
十

一
日

ま

で
)

福
岡
教
育
大
学
講
師

二

九
九
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

台
湾
台
中
の
静
宜
女
子
大
学
に
お
け
る
台
湾
文
学
研
究
与
翻
訳
研
討
会
に
出
席
、
研
究
発
表

九
州
大
学
教
養
部
審
議
会
委
員

二

九
九
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
)

九
州
大
学
言
語
文
化
部
教
授
を
定
年
退
官
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秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録

一

著
訳
書

詩
集

『
南
方
ふ
ぐ
の
う
た
』

(飯
塚
書
店

一
九
六

一
年

二
月
二
十
五
日
)

訳
編

『
中
国
現
代
詩
集
』
世
界
現
代
詩
集
第
六
巻

(飯
塚
書
店

一
九
六
二
年

一
月

一
日
初
版

一
九
六
七
年

五
月

一
日
再
版
)

一
九
七
四
年
六
月

一
日
三
版
)

訳
編

『
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
詩
集
』
世
界
現
代
詩
集
第
九
巻

(飯
塚
書
店

一
九
六
二
年
七
月
二
十

一
日
初
版

一
九
六
九
年
七

月
二
十

一
再
版
)

著
者

『
変
革
期
の
詩
人
た
ち
ー
現
代
中
国
詩
人
論
ー
』
(飯
塚
書
店

」
九
六
四
年
九
月

一
日
)

訳
編

『
ベ
ト
ナ
ム
詩
集
』
(光
和
堂

一
九
六
五
年
九
月
二
十
五
日
初
版

一
九
六
五
年
十

二
月

一
日
再
版

一
九
六
七
年

一
月

一
日
三
版
)

訳
書

『
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
軍
戦
闘
記
』

ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
出
版
社
編

(光
和
堂

一
九
六
八
年
九
月

一
日
初
版

一
九
六
九
年

一

月
十
日
再
版
)

著
書

『
ホ
ー
チ
ミ
ン

『
獄
中
日
記
』

1
そ
の
詩
と
そ
の
ひ
と
ー
』
(飯
塚
書
店

一
九
六
九
年
十
二
月
十
日
初
版

一
九
四
年

一

月
十
月
再
版
)

詩
集

『
天
敵
』
(光
風
社

一
九
七
○
年
十
二
月

二
十
五
日
)

著
書

『華
北
根
拠
地
の
文
学
運
動
ー
抗
日
戦
期
の
成
長
と
発
展
ー
』
東
洋
人
の
行
動
と
思
想
第

二
十
五
巻

(評
論
社

一
九
七
七

年
八
月
二
十
日
)

著
書

『
近
代
中
国
文
学
運
動
の
研
究
』

(九
州
大
学
出
版
会

一
九
七
九
年
七
月

一
日
)

訳
編

『現
代
中
国
の
詩
人
漏
至
詩
集
』
(
土
曜
美
術
社

一
九
八
九
年
十

一
月

二
十
日
)

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿
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中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

訳
編

『現
代
中
国
の
詩
人
何
其
芳
詩
集
』

訳
編

『現
代
中
国
の
詩
人
†
之
琳
詩
集
』

訳
編

『現
代
台
湾
の
詩
人
陳
千
武
詩
集
』
(土
曜
美
術
社

(土
曜
美
術
社

(土
曜
美
術
社

一
九
九

一
年

一
月
二
十
日
)

一
九
九
二
年

二
月
十
日
)

一
九
九
三
年

二
月
十
日
刊
行
予
定
)

二

共
著
共
訳
書

共
著

『
独

・
ソ

・
中
国
詩
研
究
』
叢
書

・
海
外
詩
研
究

・
第
二
巻

(思
潮
社

一
九
六
二
年
九
月

一
日
)

共
訳

『
中
国
現
代
文
学
選
集
』
第
十
九
巻

(
平
凡
社

一
九
六
二
年
十

一
月
五
日
初
版

一
九
七

二
年
二
月
十

日
再
版

(『
中
国

の
革
命
と
文
学
』
第
十
二
巻
)

三

編
集

・
校
訂

編
集

『
地
殻
詩
集
i

一
九
六
○
年
版
「
』
(
地
殻
社

一
九
六
○
年
十
月

二
十
五
日
)

編
集

『
地
殻
詩
集
ー

一
九
六
二
年
版
ー
』
(地
殻
社

一
九
六
二
年
八
月
十
五
日
)

共
編

『解
放
後
の
文
学
論
争
資
料
』
1
近
代
中
国
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
試
論
「
樋

口
進
共
編

(中
国
文
学
評
論
社

一
九
六

四
年
十

二
月
五
日
)

共
編

『
大
衆
化

へ
の
過
程
資
料
ー
近
代
中
国
文
学
の
も
つ
課
題
』
ー
近
代
中
国
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
試
論
②
「
樋

口
進
共
編

(中
国
文
学
評
論
社

一
九
六
六
年
十
月
二
十
二
日
)

共
編

『革
命
的
リ
ア
リ
ズ

ム
と
革
命
的

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
結
合
資
料
』

「
近
代
中
国
文
学
を
理
解
す
る
た
め

の
試
論
③

ー
樋

口

進
共
編

(中
国
文
学
評
論
社

一
九
六
七
年
十
月

二
十
日
)

編
集

『
江
西
蘇
区

で
の
詩
歌
運
動
関
係
資
料
』

「
近
代
中
国
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
試
論
④

(中
国
文
学
評
論
社

一
九
六
八

年
十
月
五
日
)
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編
集

『
中
国
で
の
文
学
運
動
の
展
開
資
料
=

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
始
め
の
河
北
省
で
の
詩
歌
運
動
を
中
心
に
』
「

(中
国
文
学
評
論
社

一
九
六
九
年

二
月
二
十

一
日
初
版

一
九
七
二
年
十

一
月
二
十
五
日
増
補
再
版
)

『
江
西
蘇
区
文
学
運
動
資
料
集
』
東
洋
学
文
献

セ
ン
タ
:
叢
刊
第

二
十
四
輯

(東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献

セ

ン
タ
ー

一
九
七
六
年

二
月
二
十
五
日
初
版

一
九
七
九
年
十

一
月
二
十
日
汲
古
書
院
再
版
)

監
修

『前
灯
新
話
校
訂
』
(中
国
文
学
評
論
社

一
九
八
五
年
九
月

一
日
)

編
集

『
近
世
よ
り
現
代
に
至
る
来
日
中
国
文
学
者

・
思
想
家
た
ち
の
日
本
文
化
受
容
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』

(文
部
省
科
学
研

究
費
補
助
)
(
九
州
大
学
言
語
文
化
部

一
九
九
〇
年

二
月
二
十
日
)

四

単
行
書

・
分
担
執
筆

郭
沫
若
詩
集

『
女
神
』
の
成
立
過
程

(『
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
中
国
学
論
集
』

大
安

一
九
六
四
年
十

一
月

一
日
)

郭
沫
若
の

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
性
格

(小
野
忍
博
士
退
官
記
念
文
集

『
近
代
中
国
の
思
想
と
文
学
』
東
京
大
学
文
学
部
中
国
文
学

研
究
室
編

大
安

一
九
六
七
年
七
月

一
日
)

陳
海
闊

の

「
王
充
の
哲
学
思
想
」
を
め
ぐ

っ
て

(『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
論
集
』

龍
渓
書
舎

一
九
七
四
年
十

月
十
日
)

蒲
風
の
日
本

で
の
創
作
活
動

(『
岡
村
繁
教
授
退
官
記
念
中
国
詩
論
集
』

汲
古
書
院

一
九
八
六
年
十
月
五
日
)

陳
千
武

の
文
学

へ
の
出
発

(『
近
世
よ
り
現
代
に
至
る
来
日
中
国
文
学
者

・
思
想
家
た
ち
の
日
本
文
化
受
容
に
関
す
る
総
合
的
研

究
』
九
州
大
学
言
語
文
化
部

一
九
八
九
年

二
月
二
十
日
)

日
本
関
於
中
国
解
放
区
文
学
研
究

(
中
国
解
放
区
文
学
研
究
会
天
津
分
会
編

『創
造
新
世
界
的
文
学
ー
首
届
中
国
解
放
区
文
学
研

討
会
論
文
集
』
馬
玉
珍
訳

(中
国

北
京
文
化
芸
術
出
版
社

一
九
八
九
年
五
月
)

丁
玲
の
詩

「
七
月
的
延
安
」
と

二
つ
の
抗
戦
劇

(『
樋

口
進
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
』

中
国
書
店

一
九
九
〇
年
五
月

一
日
)
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(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

五

論
文

中
国
の
現
代
叙
事
詩

(「
中
国
文
芸
座
談
会
ノ
ー
ト
」
九
州
大
学
中
国
文
学
研
究
会

第

二
号

一
九
五
四
年
十

一
月
)

現
代
中
国
の
詩
論

(「中
国
文
芸
座
談
会
ノ
:
ト
」
九
州
大
学
中
国
文
学
研
究
会

第
八
号

一
九
五
六
年
七
月
)

減
克
家
論

(「
中
国
文
芸
座
談
会
報
」
九
州
大
学
中
国
文
学
研
究
会

第
十
二
号

一
九
五
九
年
十
二
月
)

聞
捷
詩
集

『
天
山
牧
歌
』
の
持

つ
意
味

(「九
州
中
国
学
会
報
」
九
州
中
国
学
会

第
七
巻

一
九
六

一
年
六
月
)

何
其
芳
の
詩
論

(「現
代
中
国
」
現
代
中
国
学
会

第

二
十
九
号

一
九
六
四
年
十
月
)

故
事
会
と
新
詩
歌
運
動

(
「現
代
中
国
」
現
代
中
国
学
会

第

四
十

二
号

一
九
六
九
年
七
月
)

田
間
の
詩
の
文
体
と
そ
の
変
還

(「
現
代
中
国
語
総
合
研
究
会
報
」
現
代
中
国
語
総
合
研
究
会

第

二
号

一
九
六
九
年
九
月
)

海
豊
、
陸
豊
地
区
の
文
芸
運
動

(「
中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

第

一
号

一
九
七
○
年
五
月
)

近
代
中
国
詩
形
成

へ
の
出
発
点

(
九
州
中
国
学
会
報
」
九
州
中
国
学
会

第
十
七
巻

一
九
七
〇
年
五
月
)

抗
日
戦
争
期

の
延
安
地
区
文
学
運
動

(「中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

第
四
号

一
九
七
四
年
五
月
)

唐
代
女
性
詩
人
魚
玄
機
伝
記
伝
本
考

(「香
椎
潟
」
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

第

二
十
号

一
九
七
五
年

二
月
)

呂
振
羽
の
文
化
遺
産
継
承
論

(「
九
州
中
国
学
会
報
」
九
州
中
国
学
会

第

二
十
巻

一
九
七
五
年
五
月
)

華
北
根
拠
地
の
詩
歌
運
動

(「
中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

第
五
号

一
九
七
六
年
二
月
)

明
代
初
期
の
文
人
盟
祐
考

(「
香
椎
潟
」
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

第

二
十
二
号

一
九
七
七
年
十
月
)

原

『
勇
灯
新
話
』

の
刊
期

(「
中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

第
七
号

一
九
七
八
年
六
月
)

揮
代
英
の
思
想

(「
中
国
哲
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会

第

四
号

一
九
七
八
年
十
月
)

再
び
勇
灯
新
話
に

つ
い
て
=
萬
暦
期
文
芸
思
想
動
向
の

一
斑

(「
文
芸
と
思
想
」
福
岡
女
子
大
学
文
学
部

第

四
十
四
号

一
九

八
0
年

一
月
)

重
校
勇
灯
新
話
の
成
立

(「香
椎
潟
」
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

第

二
十
六
号

一
九
八

一
年

二
月
)

台
湾

の
孤
魂
の
詩
人
楊
華

-

一
九
二
○
年
代
の
中
国
文
学
の

一
駒

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第

二
十
号

一
九
八
四

「6一



年
八
月
)

蒲
風
の

「
明
信
片
詩
」
を
契
機
と
し
て

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第

二
十

一
号

一
九
八
五
年
八
月

)

蒲
風

の
風
刺
詩
=

一
九
二
〇
年
代
の
日
中
文
学
運
動
の
交
流
ー

(
「文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第

二
十

二
号

一
九
八
六

年
十
月
)

何
其
芳
の
お
け
る

「童
年
的
王
国
」
(「
中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

第
十
五
号

一
九
八
六
年

十
二
月
)

陳
千
武
の
詩

「
信
鵠
の
な
か
の

『
死
』
(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第
二
十
四
号

一
九
八
八
年
十

二
月
)

漏
至
与
魯
迅
=
関
於

「
十
四
行
詩
」

・
魯
迅
」
(「
中
国
文
学
論
集
」
九
州
大
学
中
国
文
学
会

筍
春
生
訳

第

十
七
号

一
九
八

八
年
十

二
月
)

陳
千
武
の
詩

「
野
鹿
」

の
主
題

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第
二
十
五
号

一
九
八
九
年
十

二
月
)

陳
千
武
詩
集

『
愛
の
書
籔
』
の
表
紙
か
ら

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第

二
十
六
号

一
九
九
○
年
十

二
月
)

本
之
琳
の
詩

「
尺
八
」

の
内
含
す
る
も
の

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第

二
十
七
号

一
九
九
二
年

二
月
)

陳
千
武
の
詩
に
お
け
る
婿
祖

(「
香
椎
潟
」
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

第
三
十
八
号

一
九
九
三
年

二
月

発
行
予
定
)

陳
千
武
の
詩
に
お
け
る
嬬
祖
②

(「
文
学
論
輯
」
九
州
大
学
教
養
部

第
二
十
八
号

一
九
九
三
年
三
月

発
行
予
定
)

「7「

六

語
彙
編
集

工
業
中
国
語
語
彙
編

工
業
中
国
語
語
彙
編

工
業
中
国
語
語
彙
編

工
業
中
国
語
語
彙
編

(
そ

の

一
)

(
そ

の

二

)

(
そ

の

三

)

(
そ

の

四

)

一
九
六
九
年
三
月
三
十
日

『
教
養
論
集
』
第

一
号

近
畿
大
学
第

二
工
学
部

一
九
七
○
年
三
月
三
十
日

『
教
養
論
集
』
第
二
号

近
畿
大
学
第

二
工
学
部

(稲
岡
巌
共
編
)

一
九
七
二
年
三
月
三
十
日

『
教
養
論
集
』
第

四
号
近
畿
大
学
第

二
工
学
部

(稲
岡
巌
共
編
)

一
九
七
三
年
三
月
三
十
日

『
教
養
論
集
』
第

五
号
近
畿
大
学
第

二
工
学
部

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

七

中
国

・
台
湾

・
韓
国
で
翻
訳

・
掲
載
さ
れ
た
論
文
お
よ
び
評
論
な
ど

民
衆
劇
団
与
魯
芸

(川

一
節
訳
)

一
九
八
五
年

二
月

『
延
安
文
芸
研
究
』

一
九
八
五
年
第

一
期

陳
西
省

社
会
科
学
院
文
学

研
究
所

日
本
関
於
中
国
解
放
区
文
学
的
研
究

(
馬
玉
珍
訳
)

一
九
八
六
年

二
月

『
延
安
文
芸
研
究
』

一
九
八
六
年
第

一
期

陳
西
省

社
会
科
学
院
文
学
研
究
所

(
一
九
八
九
年
五
月
北
京
文
化
芸
術
出
版
社
刊

『
創
造
新
世
界
的
文
学
』

に
収
録
さ
れ
る
)

台
湾
的
孤
魂
詩
人
楊
華

(†
立
強
訳
)

一
九
八
七
年
二
月

『新
文
学
史
料
』
第

一
期

中
国
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
編
人

民
文
学
出
社

・

武
田
泰
淳
和
中
国
現
代
詩

(石
山
訳
)

一
九
八
七
年
九
月

『
日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
第
二
輯

吉

林
大
学
編
集

吉

林
教
育
出
版
社

蒲
風
和

「明
信
片
詩
」
(羅
可
群
訳
)

一
九
八
七
年
五
月

『
社
会
科
学
論
文
選

口
求
是
集
』
広
州
外
国
語
学
院

漏
至
与
魯
迅
i
関
於

「十
四
行
詩

・
魯
迅
」
ー

(筍
春
生
訳
)

一
九
八
八
年
十
月

『
中
国
文
学
』
第
十
六
輯

ソ
ウ
ル
大
学

中
国
文
学
科
編
集

韓
国
中
国
語
文
学
会

漏
至
年
譜
試
稿

一
九
八
八
年
十
月

『
中
国
文
学
』
第
十
六
輯

ソ
ウ
ル
大
学
中
国
文
学
科
編
集

韓
国
中

国
語
文
学
会

論
何
其
芳
的

「童
年
的
王
国
」
(葉
方
侠
訳
)

一
九
八
九
年

二
月

『
中
外
詩
歌
交
流
与
研
究
』

」
九
八
九
年
第

」
期

重
慶
、

西
南
師
範
大
学
中
国
新
詩
研
究
所

何
其
芳
的

「
童
年
的
王
国
」
(李
雨
節
訳
)

一
九
八
九
年
四
月

『
何
其
芳
研
究
』
第
十

二
期

四
川
省
万
県
師
専
万
県
文
化

局林
林
先
生
談
俳
句

(葉
方
侠
訳
)

一
九
八
九
年
六
月

『
中
外
詩
歌
交
流
与
研
究
』

一
九
八
九
年
第

二

・
三
期

重
慶
、
西

南
師
範
大
学
中
国
新
詩
研
究
所

丁
玲
的
詩

「延
安
的
七
月
」
与
両
個
抗
戦
戯
劇

(筍
春
生
訳
)

一
九
八
九
年
八
月

『
延
安
文
芸
研
究
』

一
九
八
九
年
第

三
期

陳
西
省
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所

}8【



『
白
毛
女
』
的
誕
生

(王
友
懐
訳
)

一
九
八
九
年
十

一
月

『
延
安
文
芸
研
究
』

一
九
八
九
年
第
四
期

陳
西
省
社
会
科
学
院
文

学
研
究
所

「
祝
賀

『
日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
』
発
行
」

一
九
九
○
年
三
月

『
日
本
学
者
中
国
文
学
研
究
訳
叢
』
第
四
輯

吉
林

教
育
出
版
社

毛
沢
東

『
文
芸
講
話
』
的
意
義

(王
友
懐
訳
)

一
九
九
○
年
五
月

『
延
安
文
芸
研
究
』

一
九
九
○
年
第

二
期

陳
西
省
社
会

科
学
院
文
学
研
究
所

陳
千
武
的
詩

「野
鹿
」
的
主
題

(桓
夫
訳
)

一
九
九
○
年

六
月

『陳
千
武
作
品
選
集
』
台
湾
台
中
県
立
文
化
中
心

致
中
国
詩
人
濡
至
先
生

(葉
方
侠
訳
)

一
九
九

一
年
三
月

『
中
外
詩
歌
交
流
与
研
究
』

一
九
九

一
年
第

一
期

重
慶
、
西
南
師

範
大
学
新
詩
研
究
所

陳
千
武
的
文
学
出
発
期

(陳
武
雄
訳
)

一
九
九

一
年
十
月

『笠
』
第

一
六
五
号

台
湾
台
北
市
笠
詩
刊
社

従
陳
千
武
詩
集

『
愛
的
書
籔
』
封
面
談
起

(陳
武
雄
訳
)

一
九
九
二
年

二
月

『
笠
』
第

一
六
七
期

台
湾
台
北
市
笠
詩
刊
社

(中
国
で
の
翻
訳
、
研
究
協
力
)

日
本
近
代
文
学
史
話

(中
村
新
太
郎
著
)

本
立
強
、
俊
子
訳

一
九
八
六
年
二
月

北
京
大
学
出
版
社

晋
察
翼
文
芸
史

王
剣
青
、
漏
健
男
主
編

一
九
八
九
年
十
二
月

中
国
文
聯
出
版
公
司

「9一

八

辞
典
類

世
界
文
学
小
辞
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
六
六
年
五
月
二
十
日

新
潮
社

学
研
グ
ラ
ン
ド
現
代
百
科
辞
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
七
○
年

学
習
研
究
社

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
辞
典

(中
国
現
代
文
学
)

一
九
七
四
年
六
月

一
日

T
B
S
ブ
リ
タ

ニ
カ

新
百
科
辞
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
八
四
年

一
月

小
学
館

平
凡
社
大
百
科
事
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
八
四
年
十

一
月
二
日

平
凡
社

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

中
国
思
想
辞
典

日
原
利
国
編

(何
其
芳

・
呂
振
羽
)

一
九
八
五
年

研
文
出
版

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

(改
訂
版
)
(中
国
現
代
文
学
)

一
九
八
五
年
十
月

T
B
S
ブ
リ
タ

ニ
カ

万
有
百
科
大
事
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
八
七
年

小
学
館

世
界
文
学
大
辞
典

(中
国
現
代
詩
関
係
)

一
九
八
九
年

五
月

一
日

総
合
社

ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

(
三
訂
版
)
(中
国
現
代
文
学
)

一
九
九
〇
年
十
月

T
B
S
ブ
リ
タ

ニ
カ

九

作
品

・
翻
訳
収
録
書

作
品
収
録

『驚
雷
集
』
中
国

詩
刊
社
編

李
芒
訳

(中
国

詩
刊
社

一
九
六
二
年
三
月
)

作
品
収
録

『
九
州
詩
集
「

一
九
六
三
年
版
「
』
九
州
詩
集
編
集
委
員
会
編

(思
潮
社

一
九
六
三
年
十
月

一
日
)

翻
訳
収
録

『世
界

の
名
詩
』

丸
山
薫
編

(集
英
社

一
九
六
五
年
五
月
三
十
日
)

翻
訳
収
録

『詩
歌
で
つ
づ
る
女
の

一
生
』
安
西
均
、
高
田
敏
子
編

(社
会
思
想
社

一
九
六
七
年
四
月
三
十
日
)

翻
訳
収
録

『愛

の
詩
集
』
新
川
和
江
編

(集
英
社

一
九
六
八
年
八
月
十
五
日
)

作
品
収
録

『
世
界
の
旅
の
詩
』
村
田
正
夫
編

(文
理
書
院

一
九
六
八
年
九
月
十
日
)

翻
訳
収
録

『季
節

の
詩
集
』
新
川
和
江
編

(集
英
社

一
九
六
九
年
十
二
月
二
十
五
日
)

翻
訳
収
録

『
世
界
反
戦
詩
集
』
長
谷
川
四
郎

・
木
島
始
編

(太
平
出
版
社

一
九
七
○
年
六
月

二
十
日
)

作
品
収
録

『
日
本
原
爆
詩
集
』
木
下
順

二
・
堀
田
善
衛
編

(太
平
出
版
社

一
九
七
○
年
六
月

二
十
日
)

作
品
収
録

『
九
州
詩
集
-

一
九
七
三
年
版
ー
』
九
州
詩
集
刊
行
会

(葦
書
房

一
九
七
三
年
五
月

二
十
五
日
)

翻
訳
収
録

『
世
界
の
名
詩
』
小
海
永
二
編

(大
和
書
房

一
九
八
0
年
十

一
月
三
十
日
)

作
品
収
録

『資
料

・
現
代
詩
』
日
本
現
代
詩
人
会
編

(講
談
社

一
九
八

一
年
六
月

二
十
日
)

作
品
収
録

『戦
後
詩
選
』
村
田
正
夫
編

(潮
流
出
版
社

一
九
八
五
年
十

一
月

二
十
日
)

作
品
集
録

『現
代
の
詩

・
1
9
9
1
』
日
本
現
代
詩
人
会
編

(大
和
書
房

一
九
九

一
年
四
月
十
五
日
)

「10一



一
○

書
評
お
よ
び
解
説

C
h
i
n
e
s
e
 
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e

文
革
後
の
文
学
動
向
を
示
す
=

一
九
七
二
年
三
月

一
日

『
ア
ジ
ア
レ
ビ

ュ
ー
』

一
九
七
二
年
第

一
号

朝
日
新
聞
社

『
風
展
紅
旗
』
リ
中
国
の
文
学
運
動
理
解
の
糸

口
=

一
九
七
四
年
六
月

一
日

『
ア
ジ
ア
レ
ビ

ュ
ー
』

一
九
七
四
年
第
二
号

朝
日

新
聞
社

田
昌
五
著

『
王
充
=
古
代
的
戦
闘
唯
物
論
者
1
』

一
九
七
五
年
六
月

一
日

『
ア
ジ
ア
レ
ビ

ュ
ー
』

一
九
七
五
年

六
月
号

朝
日
新

聞
社
佐
々
木
久
春
訳

『
中
国
現
代
詩
集
』

一
九
九
〇
年
十
二
月

一
日

『
詩
と
思
想
』

一
九
九
〇
年
十
二
月
号

土
曜
美
術
社

十

う

評
論

・
随
想

・
紀
行
な
ど

戦
後
世
界
文
学
に
つ
い
て
ー
中
国
現
代
の
性
格
-

一
九
五
六
年

二
月
十
日

『
労
働
九
州
』

労
働
九
州
新
聞
社

戦
後
世
界
文
学
に
つ
い
て
ー
中
国
作
家
の
態
度
ー

一
九
五
六
年

二
月
二
十
五
日

『労
働
九
州
』

労
働
九
州
新
聞
社

中
国
の
現
代
詩
論

一
九
五
六
年
八
月
六
日

『
青
銅
時
代
』
第
六
号

青
銅
時
代
社

世
界
の
あ
た
ら
し
い
詩
人

「
聞
捷
詩
集
」

『
天
山
牧
歌
』

一
九
六
二
年
四
月

一
日

『現
代
詩
手
帖
』
四
月
号

思
潮
社

中
国
現
代
定
型
詩
論
争
と
現
在
の
日
本
左
翼
詩

一
九
六
二
年
十
月

一
日

『
現
代
詩
手
帖
』
十
月
号

思
潮
社

中
国
現
代
詩
展
望

一
九
六
二
年
十

一
月

一
日

『
詩
学
』
十

一
月
号

詩
学
社

現
代

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
の
詩

一
九
六
三
年
五
月
十
三
日

『
西
日
本
新
聞
』
西
日
本
新
聞
社

翻
訳
随
想

↓
九
六
三
年
十
二
月
二
十

二
日

『
西
日
本
新
聞
』
西
日
本
新
聞
社

現
代
中
国
詩

の
方
向

一
九
六
四
年
十

一
月

『
詩
学
』
十

一
月
号

詩
学
社

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿

一Ⅱ二



中
国
文
学
論
集

第
二
十

一
号

南
ベ
ト
ナ
ム
の
ひ
と
び
と
の
声

一
九
六
五
年
七
月

一
日

『
大
安
』
第
十

一
巻
第
七
号

大
安
書
店

新
し
い
中
国
を
知
る
た
め
の
糸
口

一
九
六
六
年
八
月
二
十
八
日
、

二
十
九
日
、

三
十
日

『毎
日
新
聞
』
毎

日
新
聞
社

中
国
展
を
み
て

一
九
六
六
年
十
月
六
日
、
八
日

『毎

日
新
聞
』
毎
日
新
聞
社

中
国
で
見
た
詩
運
動

一
九
六
七
年

一
月

一
日

『
大
安
』

一
九
六
七
年

一
月
号

大
安
書
店

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
の
詩

一
九
六
七
年

一
月
五
日

『
詩
の
学
習
』
飯
塚
書
店

詩
論

「
海
と
葦
と
手
」

一
九
七
〇
年
六
月

一
日

『
一
九
七
○
年
版
福
岡
県
詩
集
』
思
潮
社

文
革
後
や

っ
と
出
た
二
冊
の
詩
集

一
九
七
二
年
十

二
月
八
日

『
毎
日
新
聞
』
(夕
刊
)
毎
日
新
聞
社

馬
王
堆
と
わ
た
し

一
九
七
三
年
三
月
五
日

『
ポ
リ
タ
イ
ア
』
第
十
六
号

皆
美
社

詩
論

『
新
体
詩
抄
』
批
判

一
九
七
三
年
五
月
二
十
五
日

『
一
九
七
三
年
版
九
州
詩
集
』

葦
書
房

」
九
七
〇
年
以
降

の
詩
に
関
す
る
覚
書

一
九
七
三
年
十
二
月

一
日

『
中
国
語
』
第

一
六
七
号

大
修
館
書
店

わ
た
し
の
な
か
の
図
書
館

一
九
七
五
年
三
月

一
日

『
福
岡
女
子
大
学
広
報
』

福
岡
女
子
大
学

確
か
な
存
在
志
向

一
九
七
七
年
十
二
月
十
二
日

『毎

日
新
聞
』
(夕
刊
)
毎
日
新
聞
社

現
代
詩

の
理
解
の
た
め
に

一
九
七
八
年
七
月

一
日

『
中
国
語
』

一
九
七
八
年
七
月
号

大
修
館
書
店

わ
が
著
書
を
語
る

『
近
代
中
国
文
学
運
動
の
研
究
』

一
九
七
九
年
九
月

一
日

『
出
版

ニ
ュ
ー
ス
』
九
月
上
旬

号

出
版

ニ
ュ
ー

ス
社
盟
佑
の
墓

一
九
七
九
年
十

一
月

一
日

『
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会
会
報
』
第
五
号

福
岡
女
子
大
学
国
文

学
会

平
城
京
跡
の
人
形
か
ら

一
九
八
二
年
三
月
十
五
日

『福
岡
女
子
大
学
広
報
』
第

二
○
号

福
岡
女
子
大
学

「文
字

の
精
」
も

つ
図
書
館
に

」
九
八
二
年

『
筑
紫
海
会
会
報
』

福
岡
女
子
大
学
同
窓
会

武
田
泰
淳
と
現
代
中
国
詩
一

一
九
八
三
年
八
月
二
十
日

『
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
三
十
五
号

中

国
研
究
セ
ン
タ
ー

蒲
風
の
詩
集

『
六
月
流
火
』
を
め
ぐ

つ
て

一
九
八
三
年
九
月

『
目
加
田
誠
著
作
集
』
月
報

龍
渓
書
舎

武
田
泰
淳
と
現
代
中
国
詩
口

一
九
八
三
年
十

一
月

↓
日

『
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
三
十
六
号

中

国
研
究
セ
ン
タ
ー

武
田
泰
淳
と
現
代
中
国
詩
日

一
九
八
四
年

一
月

一
日

『
中
国
研
究

セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
三
十
七
号

中
国
研
究
セ
ン
タ
ー

「
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武
田
泰
淳
と
現
代
中
国
詩
四

一
九
八
四
年
三
月

一
日

『
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
三
十
八
号

中
国
研
究

セ
ン
タ
ー

中
国
の
現
代
化
と
詩
人
ー
李
瑛
氏
は
語
る
「

一
九
八
五
年
六
月
十
三
日

『
毎
日
新
聞
』
(
夕
刊
)
毎
日
新

聞
社

未
名
湖

の
詩
人
た
ち
=
北
京
大
学
学
生
サ
ー
ク
ル
ー

一
九
八
五
年
六
月

二
十
五
日

『
九
大
教
養
部
報
』
第

八
十
三
号

九
州
大

学
教
養
部

†
立
強
氏
と
日
本
文
学

一
九
八
五
年
七
月

一
日

『
交
流
簡
報
』
第
五
十
五
号

日
本
中
国
学
術
交
流
協
会

『
耳
な
し
芳

一
』
の
護
符

一
九
八
六
年

『
K
U
I
F
A
』
第
二
十
五
号

九
州
大
学
国
際
親
善
会

村
越
欣
弥
は
王
金
龍
-
北
京
芝
居
参
観
記
=

一
九
八
六
年
六
月
二
十
七
日

『
九
大
学
報
』
第

一
二
一二
九
号

九
州
大
学

中
国
現
代
詩
人
漏
至
訪
問
記
一

一
九
八
六
年
九
月

一
日

『
中
国
研
究

セ
ン
タ
:
会
報
』
第
四
十
四
号

中
国
研
究

セ
ン
タ
ー

中
国
現
代
詩
人
薦
至
訪
問
記
口

一
九
八
六
年
四
月

一
日

『
中
国
研
究

セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
四
十
六
号

中
国
研
究

セ
ン
タ
ー

中
国
現
代
詩
人
濤
至
訪
問
記
口

一
九
八
六
年
九
月

一
日

『
中
国
研
究

セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
四
十
七
号

中
国
研
究

セ
ン
タ
ー

重
慶
で
会

っ
た
詩
人
黄
瀟

一
九
八
七
年
九
月
十
七
日

『
毎
日
新
聞
』
(夕
刊
)
毎

日
新
聞
社

林
林
氏
に
聞
く
ー

一
九
三
○
年
代
日
中
文
学
運
動

の

一
解
明
ー

一
九
八
七
年
十
二
月
五
日

『
文
学
論
輯
』

第
三
十
三
号

九
州

大
学
教
養
部

寂
箕
の
詩
人
薦
至

一
九
八
九
年
八
月

一
日

『詩
と
思
想
』

一
九
八
九
年
八
月
号

土
曜
美
術
社

漏
至
氏

へ
の
書
信

一
九
八
九
年
十

二
月
二
十

一
日

『
毎
日
新
聞
』
(夕
刊
)
毎
日
新
聞
社

漏
至
氏
と
陳
千
武
氏
と

一
九
九
○
年
二
月
二
十
八
日

『詩
学
』

一
九
九
〇
年
三
月
号

詩
学
社

人
間
ど
も
の
非
常
さ
に
憤
り
ー
何
其
芳
の
詩
を
貫
く
も
の
1

一
九
九

一
年
三
月
六
日

『
西
日
本
新
聞
』
『
中

日
新
聞
』
『
北
海
道

新
聞
』

黄
瀟
氏
の
詩

「
し
る
く

・
ろ
ー
ど
幻
想
」

に
つ
い
て

一
九
九

一
年
六
月

二
十

八
日

『
九
大
教
養
部
報
』

第

一
〇
七
号

九
州

大
学
教
養
部

若

い
詩
人
西
川
君

へ
「
第

二
次
天
安
門
事
件
後
の
中
国
現
代
詩
=

一
九
九

一
年
十

一
月
二
十

一
日

『東
京

新
聞
』
『
中
日
新
聞
』

『
西
日
本
新
聞
』
『
北
海
道
新
聞
』

秋
吉
勝
廣

(筆
名
秋
吉
久
紀
夫
)
教
授

業
績
目
録
稿
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中
国
文
学
論
集

第
二
十

↓
号

随
想

『
交
流
と
異
境
』

(
1
)
～

(
50
)

一
九
九
二
年
七
月
十
八
日
か
ら
九
月
十
五
日
ま

で
連
載

『
西

日
本
新
聞
文
化
欄
』

西
日
本
新
聞
社

台
湾
文
学
界
の
二
つ
の
動
向

一
九
九

二
年
十
二
月
九
日

『
東
京
新
聞
』

(夕
刊
)、
『
中
日
新
聞
』

「
尺
八
」

の
音
色

一
九
九
二
年
十

二
月

『
文
芸
家
協
会

ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
九
六
号

日
本
文
芸
家
協
会

一14う


